
95

日本国内での医療人工知能（AI）の動向
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Trends in medical artificial intelligence (AI) in Japan
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は じ め に

　現在，人工知能（AI）は，脚光を浴びており様々な
場面で日常生活に入り混んできている．内閣府も AI
を，狩猟時代（1.0）→農耕時代（2.0）→工業社会（3.0）
→情報社会（4.0）に続く新たな社会，Society5.0の中
心として，新しい価値やサービスが創出され，社会・
人々に豊かさをもたらすと考えている．そのようなサ
ービスの中で医療も重要な位置を占めている．このよ
うに AI の医療に対しての国内の取り組みを紹介したい．

日本国内での動向

　では，どのような AI 対策が国内でなされているの
であろうか．内閣府・厚生労働省では，2017年より保
険医療分野における AI 活用推進懇談会，2018年より
保健医療分野 AI 開発加速コンソシアームを開催して
おり，それらの報告書の中で，AI 実用化が近い領域，
取り組むべき領域が示されている（図 1 ）．このよう
に，ゲノム診療のみならず，画像診断，診断治療や医薬
品開発など様々な場面での AI 活用が期待されている．
　また，同様に内閣府総合科学イノベーション会議に
よる国家プロジェクトとして，戦略的イノベーション
創造プログラムがあり，2018年度より第二期が開始さ
れ，その中で AI ホスピタルが提唱されている（図 2 ）．
本プロジェクトでは医療機器や IoT（Internet of 
Things）機器を活用し医療ビッグデータからの AI 技
術で医療現場の負担軽減・診断診療支援を行うことを
目指している．

　また，昨年の日本内科学会総会講演会で緊急特別講
演として AI による診断支援システムの開発が発表さ
れ，近いうちに診断支援システムを公開すると発表し
た．以上のように，国策として，AI・ICT 技術を応用
した新たな社会 Society5.0に則した流れがあり，実臨
床に近づいている．
　一方，民間の医療機器では，既に AI を応用したもの
が市販されている．CAD（computer aided diagnosis：
コンピュータ支援診断）システムなどが有名だが，日
本発として，薬機法の承認を得ているのは，AI を搭載
した内視鏡画像診断支援ソフトを販売しているオリン
パス，深層学習を使用した脳動脈瘤を画像解析するソ
フトを販売しているエルピクセルがあり，これら AI
搭載の医療機器の普及が今後広まってくるものと思わ
れる．

医学における AI とは

　AI は前述のように，様々な医療分野で実臨床に応用
されつつある．では，元々AI とはどのようなものであ
ろうか．
　身近にある AI 開発として有名なのは Alpha Go な
どであろう1）．AI 搭載したコンピュータがプロ棋士に
勝利した．しかし，AI は現在のところドラえもんのよ
うな汎用型の万能ではなく，専門性のある特化型 AI
が主流である．そのような AI には分類があり，包括
して AI は，人間と同様の知能を実現させようという
取り組みや技術である．それよりも高度なものに機械
学習があり，特定の処理をトレーニングにより実行で
きるようにするが，その特徴を定義するには人間であ
る．それを更に深化させたのが，いわゆるディープラ
ーニング・深層学習といったものであり，これは前述
の実行をコンピュータが特徴を自動定義し実行する
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　 日本国内での医療AI（人工知能）の動向：喜多村真治 　

（内閣府 保健医療分野におけるAI 活用推進懇談会資料より抜粋）

図 1 　日本の医療分野における AI 活用推進の方向性

（SIP シンポジウム資料より抜粋）
図 2 　AI ホスピタル構想
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（図 3 ）．
　医学において AI の活用先として初めに想定される
のは画像診断であり，前述の内視鏡画像や MRI 画像な
どからの自動診断になる．また，内科学会の診断支援
ツールは言語や数値からその特徴，つまり鑑別診断を
行うと言った具合である．
　我々も，同様に画像，数値から診断や治療予測を行
う AI の開発を行っている．画像診断では，腎臓内科
は腎病理画像より各腎疾患の確定診断を行うが，その
自動診断を AI に学習する試みを行った．初めに IgA
腎症の AI 診断開発を行った．腎臓内科医は，IgA 腎
症を主に IgA，C3といった免疫蛍光染色画像から診断
を行うが，この診断を AI に学習させた．IgA 蛍光腎
病理画像を，IgA 腎症を含めた多数の腎疾患で AI 学
習させ，正解率・再現率とも100％の AI の開発を行っ
た．また，次には普段診断に使用しない画像からの AI
診断の試みを行った．糖尿病性腎症は糖尿病の発症後，
慢性経過による糖尿病の合併症である．本診断は臨床
経過，身体所見，検査所見，他の合併症の有無などに
よる総合判断で診断されることが多いが，腎疾患の鑑
別が必要な場合に腎生検にて確定診断がなされる．そ
の腎病理では蛍光画像で特徴的な所見がないと言われ
ており，他の光顕画像，電顕画像などにて診断される

ことが多い．今回我々は，その特徴が不確定な糖尿病
性腎症の蛍光画像診断を AI にて学習させ，特徴量を
自動判別させる AI 診断開発を行った．評価可能な平
均的な AI プログラム診断は正解率83.28±11.64％，適
合率80.56±21.83％，再現率79.87±15.65％であったが，
最終的に正解率・再現率とも100％の至適 AI プログ
ラムを開発した．一方，ヒトの腎臓専門医のテスト画
像での診断率は正解率67.50±6.12％，適合率62.62±
3.85％，再現率67.26±9.96％であり，ディープラーニ
ングにより普段使用しない蛍光画像のみでも AI が特
徴を自動抽出し，糖尿病性腎症を判別できる可能性が
示唆された．また，紙面の都合上割愛するが，我々は
腎性貧血治療 AI 予測も行っており，ディープラーニ
ングによる ESA 製剤の地用予測並びに治療抵抗性予
測もなし得ている．

お わ り に

　以上のように，国内の医療と AI の現状を簡単では
あるが述べてきた．しかし，海外を含めると IBM の
Watson など有力な AI も数多く存在する．また，アマ
ゾンやマイクロソフトなども AI サービスの提供も行
っており，今後益々AI が生活に入り込み，社会を変え
ていくことが予想される．
　平成30年12月に厚生労働省から，AI の医療診断・治
療等支援の主体は医師であり，医師はその最終責任を
負うことが通知された．そのような新たな社会，
Society5.0に向けて，我々医師も AI に関する知識をつ
けていかなければならないと考える．
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ディープラーニング
（深層学習）

特定の処理をコンピュータが　
自動で定義し、分類・処理する

機械学習
特定の処理をトレーニングにより実行する

（人が特徴と定義する）

人工知能（AI)
人間と同等の知能・処理をさせようという取り組みや技術

図 3 　AI の分類


